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T細胞表面接着分子 に対 す る

補中益気湯の 作用 （第 2 報）
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【目的】補中益 気湯な ど の 補剤に は担癌宿主 の 全身状態を改善 し，細胞性免疫反応を増強

す る効果が認め られ る と近 年報告 され て い る 。 今回，補剤 の宿主免疫反応 へ の 作用機序を

明らか にする 目的で ヒ ト活性化丁細胞を用 い て 各種表面 マ ーカ ー
の 変化を検討 した。

【方法】健常成人 の 末梢血 か ら， リ ン パ 球画分を分離 し， OKT −3抗体 を固層 化 した フ ラ

ス コ で IL−2およ び 10％ ヒ トAB 血清を含む RPMI −1640培地 に て ， 3 日間 と 7 日間 を培養 し

た 。 得 ら れ た 活性化T細胞 に ，   ッ ム ラ よ り供与 され た補中益気湯 原末 お よび 構成生薬 そ

れぞれ を添加 し， 2 日問培養 した 。 フ ロ ーサ イ ト メ ーターで ， CDlla／LFA −1を は じ め 各

種の表面抗原を測定 した 。 さ ら に ヒ ト由来T98G　g！ioblastomaお よ び　 M 。lt−4細胞 を標

的と し て 細胞障害活性を LDH 法よ り測定 した 。

【結果】OKT −3抗体を固層化 した フ ラ ス コ で 3 日間培養 した補中益気湯を添加 す る と，

10μ g／ ml の 濃度か らCDlla ／LFA −1陽性細胞を増加 させた 。 標的細胞障害 も用量 依存 的

に高め る効果が認 め られ た 。 さ ら に CDlla／LFA −1ua性細胞 の発現 が少 な い ほ ど補中益気

湯は CDlla／LFA −1を誘導す る傾向が認め られ た 。 7 日 間培養 した ，CDIIa／LFA −1が 充

分発現 さ れた場合は補中益気湯 はそれ以上 を誘導 する傾向 は認 め られな っ か た 。 さ らに，

補中益気湯 の 構成生 薬つ い て 検討 した結果，黄耆お よ び蒼朮 が Molt −4細胞 に 対 す る標 的

細胞障害活性を高め る効果が認め られ た 。

【考察】 CDIla／LFA −1は 白血球細胞表面接着分子　lymphocyte　 function　 associated

antigen −1（LFA −1）の マ ーカ ーで あ りリ ン パ 球 とそ の リ ガ ン ド で あ るICAM −1と の 接着 を

促進す る 。 LFA −1は活性化T細胞が標的細胞 を認識 し ， 細胞障害反応 を起 こ す 際 に 必 須の

分
’
f’と して 注 目され て い る 。 活性化 T細胞CDlla／LFA −1が発現 され で な い 場合，補中益

気湯はそ の 誘導を促進する作用を持 っ こ とが示 された。 そ の構成生薬 の 中で 黄耆お よび蒼

朮が Mo ！t−4細胞に対す る標的細胞障害活性を高め る活性を担 っ て い る こ とが示唆 され た 。

【結論】補中益気湯 はT リ ン パ 球 上の LFA −1発現 を促進 した 。
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